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平成32年国勢調査に向けた検討のポイント －第２次試験調査

 オンライン環境がない世帯に対するオンライン回答を推進するため、市役所等に
オンライン回答ブースを設置する。また、一部の調査員にタブレットを貸与し、
オンライン回答を促すことによるオンライン回答率の向上を図る。

１ ｵﾝﾗｲﾝﾌﾞｰｽの
設置及び

ﾀﾌﾞﾚｯﾄの活用

 第１次試験調査で実施した「二段階配布型」をベースに、調査員がオンライン書
類の配布時に会えた世帯には、調査員が回答方法を確認し、オンライン環境がな
い世帯などに必要に応じて調査票を配布できるようにする。

２ 調査方法の
見直し

 平成27年国勢調査におけるオンライン調査の実施状況を踏まえ、更なるオンライ
ン調査の推進のため、機能の改善による利便性の向上を図る。

３ オンライン
調査システムの
機能改善

 調査票のレイアウトを一部変更し、世帯の記入漏れが減少するか等の記入状況を
検証する。

４ 調査票の
レイアウトの変更

１



１ オンラインブースの設置及びタブレットの活用
○市役所等にオンライン回答ブースを設置し、オンライン環境がない世帯に対するオンライン回答の
推進を図る。

○一部の調査員にタブレットを貸与し、オンライン回答を促すことによるオンライン回答率の向上を
図る。

回答ブース タブレット調査員

♪
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２ 調査方法の見直し
○第１次試験調査で実施した「二段階配布型」をベースに、世帯の利便性を向上するために、調査員
がオンライン書類の配布時に会えた世帯には、調査員が回答方法を確認し、オンライン環境がない
世帯などに必要に応じて調査票を配布できるようにする。

第１次試験調査では、オンライン書類の配布時に世帯が調査票を希望しても、その場で配布することができなかった
オンライン環境がない世帯などに、必要に応じて調査票を配布し、回答利便性を向上

♪

調査票で回答したい人
オンライン環境がない世帯などに
必要に応じて調査票を配布
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３ オンライン調査システムの機能改善
○ 平成27年国勢調査におけるオンライン調査の実施状況を踏まえ、更なるオンライン調査の推進の
ため、機能の改善による利便性の向上を図る。

平成27年調査 第２次試験調査

平成27年調査では、スマートフォンでは紙の調査票のイメージを重視し、画面が縦に長く、入力しづらい
プルダウンに変更し、スクロールが不要になることにより、スマートフォン画面でも入力しやすく
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４ 調査票のレイアウトの変更

○従来のものをベースにした調査票と、記入しやすさを考慮した調査票により、記入漏
れや記入誤り等の記入状況を検証する。

【具体例】
第１面（表面）に比べて、第２面（裏面）の記入

漏れの割合が高い
調査票のレイアウトを変更し、記入漏れしにくい
調査票に
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